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　→上記13種はウチキシャチホコ亜科ウチキシャチホ
コ族へ

オオエグリシャチホコ Pterostoma gigantinum Staudinger, 1892
チョウセンエグリシャチホコ  Pterostoma griseum 

(Bremer, 1861)
　→上記2種はギンモンシャチホコ亜科キシャチホコ族へ
タテスジシャチホコ Togepteryx velutina (Oberthür, 1880)
ナカキシャチホコ Peridea gigantean Butler, 1877
ルリモンシャチホコ Peridea oberthueri (Staudinger, 1892)
マルモンシャチホコ Peridea rotundada (Matsumura, 1920)
ニトベシャチホコ Peridea aliena (Staudinger, 1892)
シノノメシャチホコ Peridea elzet Kiriakoff, 1963
イシダシャチホコ Peridea graeseri (Staudinger, 1892)
アカネシャチホコ Peridea lativitta (Wileman, 1911)
ネスジシャチホコ Fusadonta basilinea (Wileman, 1911)
トビネシャチホコ Nephodonta tsushimensis Sugi, 1980
アマギシャチホコ Eriodonta amagisana (Marumo, 1933)
ハイイロシャチホコ Microphalera grisea Butler, 1877
セダカシャチホコ Euhampsonia cristata (Butler, 1877)
アオセダカシャチホコ Euhampsonia splendida (Oberthür, 

1880)
　→上記14種はウチキシャチホコ亜科ウチキシャチホ
コ族へ

ブナアオシャチホコ Syntypistis punctatella (Motschulsky, 

1861)
プライヤアオシャチホコ Syntypistis pryeri (Leech, 1899)
アオシャチホコ Syntypistis japonica (Nakatomi, 1981)
ホリシャシャチホコ Syntypistis subgeneris (Strand, 1915) 
オオアオシャチホコ Syntypistis cyanea (Leech, [1889])
ナチアオシャチホコ Syntypistis nachiensis (Marumo, 1920)
アマミアオシャチホコ Syntypistis amamiensis (Nakatomi, 

1981)
イリオモテアオシャチホコ Syntypistis pallidifascia 

iriomotensis Nakatomi, 1980
　→上記14種はウチキシャチホコ亜科シャチホコガ族へ
ギンボシシャチホコ Rosama cinnamomea Leech, 1888
トビギンボシシャチホコ Rosama ornate (Oberthür, 1884)
　→上記2種はギンモンシャチホコ亜科ギンモンシャチ
ホコ族へ

参考文献
Kobayashi, H., 2011. Notodontidae. In Kishida, Y. (Ed.), 

2011, The Standard of Moths in Japan 2: 268-281. pls 1-12. 
Gakken Education Publishing, Tokyo.

Kobayashi, H. & M. Nonaka, 2016. Molecular phylogeny 
of the Notodontidae. Subfamilies inferred from 28S 
rRNA sequences. Tinea 23 (Suppl. 1): 1-83.

岐阜県でニブイロマダラメイガを採集
宮　野　昭　彦
509-0104　岐阜県各務原市各務おがせ町9丁目96-2
First record of Phycita peliella Yamanaka (Phycitinae, 
Pyralidae) from Gifu Pref., Japan

Akihiko Miyano

Japan Heterocerists’ J. 283: 212.  December 2017

Phycita peliella Yamanaka ニブイロマダラメイガは三
重，奈良，香川，徳島，長崎 (対馬 ) の各県で採集され
た標本 (6♂8♀ ) に基づいてYamanaka (2016)が記載し
た種である．筆者は次のように，岐阜県において本種を
採集しているので標本写真を付けて報告する．報告に際
し，標本を同定いただいた山中浩氏 (富山市 ) に厚くお
礼申し上げる．

〈データ〉岐阜県海津市南濃町羽
は ね だ に

根谷 
標高約120m，環境庁3次メッシュ 5236-6447
2016年8月4日，1♀ (Fig. 1)，筆者採集・標本保管

採集した♀は，夜間ライトトラップに誘引されたもの
である．この夜の天候は小雨で，気温は26.1℃ (23:55)
であった．

引用文献
Yamanaka, H., 2016. Descriptions of two new species of 

the subfamily Phycitinae (Pyralidae) from Japan. Tinea 
23: 216-219.

Fig.1. Phycita peliella Yamanaka, ♀ , Hanedani, Nannou-
cho, Kaizu-shi, Gifu.
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小林 (2010) は，国内でEuxoa nigrata Matsumura, 1925
クロヤガとされてきたものが実は2種からなり，北海
道産は旧北区に分布するEuxoa nigricans の亜種 ishidae 
Matsumura, 1926 キタクロヤガ，E. nigrataの基産地を含
む本州産は従来通りの扱いとなることを示した．この中
では東北地方の“クロヤガ”には触れられていなかった．
東北地方の“クロヤガ”は，青森，秋田，宮城の各県

で県版レッドデータブックに掲載されており，比較的多
数が採集されている岩手県を除けば，きわめて採集例が
少ないか，近年の採集例がない．秋田県版レッドデータ
ブックには八幡平で採集された個体の写真が掲載されて
いるが，この個体は後翅内側が明らかに淡色で外見上キ
タクロヤガに一致することを，大倉慎氏が指摘された．
これを受けて，佐々木明夫氏から秋田県産標本2♂1♀
を提供していただき，筆者が交尾器のスライドを作成し
た．さらに，小林秀紀氏に標本と交尾器の写真を見てい
ただき，同定していただいた．また，岩手県立博物館に
“クロヤガ”として収蔵されている標本の閲覧を行った．
また，斉藤修氏には，岩手県産の♂♀の写真を提供して
いただいた．
この結果，秋田県産の“クロヤガ”とされていた標本

は，キタクロヤガであることが判明した．また，岩手県
立博物館に収蔵されている標本10♂も，外見上の特徴
からキタクロヤガと判断できるものであった．斉藤氏所

蔵の岩手県産標本も斉藤氏ご自身が交尾器によりキタク
ロヤガであることを確認された．

被検標本　2♂ , 秋田県鹿角市八幡平金右衛門沼 18 Aug. 
1976 佐々木明夫採集 (Figs 1, 3); 1♀ , 同地 31 Aug. 1975 
佐々木明夫採集 (Figs 2, 4); 1♂ 秋田県田沢湖町大深温泉 
24 Aug. 1974 髙橋雅彌採集 (秋田県立博物館収蔵標本 ); 
1♂ , 岩手県葛巻町袖山 7 Sep. 1979, K. Satake leg.; 1♂ , 
岩手県滝沢村砂込 , 11 Aug. 1972, T. Chiba leg.; 1♂ , 岩
手県盛岡市外山 , 26 Aug. 1971, O. Saito leg.; 岩手県盛岡
市外山 , 20 Aug. 1971, O. Saito leg.; 2♂ , 岩手県葛巻町袖
山 , 22 Aug. 1973, O. Saito leg. (Figs 5-6) (以上岩手県産
は全て岩手県立博物館収蔵標本 )．

小林 (2010) は，外見による識別点のひとつとして後
翅の内側が淡色になることを示しており，♂では今回見
ることができた全ての標本でその傾向が明らかであっ
た．しかし，♀では判然としないか淡色になる傾向が弱
かった．今回は2♀しか実見していないため，これが一
般的であるか判断できないが，外見で識別する際には注
意が必要であろう．そのほかの外見は小林 (2010) が亜
種 ishidaeの特徴としてあげた内容と一致するので，東
北地方産も北海道産と同じ亜種とすべきものと考える．

東北地方のキタクロヤガ Euxoa nigricans ishidae Matsumura, 1926 について
梅　津　一　史
010-0851　秋田県秋田市手形字山崎 44-7

On Euxoa nigricans ishidae Matsumura, 1926 (Noctuidae) of Tôhoku area (northeastern region of Honshû, Japan)
Kazushi Umetsu
Japan Heterocerists’ J.  283: 213-215.  December 2017.

Figs 1-2. Euxoa nigricans ishidae Matsumura from Kin-emon-numa, Hachimantai, Kazuno-shi, Akita Prefecture. 1. ♂ . 2.♀ .
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今回検討できた東北地方産の“クロヤガ”とされてい
た標本は限られた数であるが，真のE. nigrata クロヤガ
の標本はひとつも見出されなかった．2種が東北地方で
混生しているのか，混生していないとすれば境界がどこ

にあるのか，今後さらに精査が必要である．
報告にあたり，最初に問題に気づかれた大倉慎氏の慧

眼に敬意を表するとともに，発表を委ねてくださったこ
とに感謝したい．また，標本を提供してくださった，佐々

Figs 3-8. Euxoa nigricans ishidae Matsumura. 3. Male genitalia, Kin-emon-numa, Hachimantai, Kazuno-shi, Akita 
Prefecture. 4. Female genitalia (same locality as Fig. 3). 5-7. ♂ , Sodeyama, Kuzumaki-cho, Iwate Prefecture, in the 
collection of Mr. O. Saito. 8. ♀ , same locality as Figs 5-7.
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木明夫氏，写真を提供してくださった斉藤修氏，同定し
てくださった小林秀紀氏，標本閲覧に当たり便宜を図っ
てくださった渡辺修二博士 (岩手県立博物館 ) の各位に
心よりお礼を申し上げる．

引用文献
小林秀紀 , 2010. クロヤガ Euxoa nigrata Matsumura, 

1925 と北海道のキタクロヤガ (新称 ) Euxoa nigricans 
ishidae Matsumura, 1926 について．Tinea 21: 113-118.

Summary  By Kobayashi (2010), Euxoa nigricans ishidae 
inhabits in Hokkaidô and Euxoa nigrata Matsumura, 1925 
in Honshû, but he did not referred information concerning 
the Tôhoku area. I examined several specimens caught 
in Akita Pref. and Iwate Pref. and determined them all 
as Euxoa nigricans ishidae, and I could not detect any 
specimens of Euxoa nigrata. It needs further study on 
whether or not E. nigrata inhabit mixed with E. nigricans 
ishidae in Tôhoku area, and if they do not inhabit mixed, 
where the boundary line is.

■日本蛾類学会2018年総会・研究発表会のお知らせ
日本蛾類学会2018年総会・研究発表会は，東京大学

本郷キャンパスで開催されます．今回は，日曜日ではな
く，土曜日の開催です．会場，曜日とも例年と異なりま
すのでご注意ください．ふるってご参加ください．
日　時：2018年1月27日 (土 )
総　会：11:00 ～ 11:30
研究発表会：13:00 ～ 17:00
場　所：東京大学本郷キャンパス理学部2号館4階大講堂
懇親会：東京大学本郷キャンパス内「山

さんじょう

上会館」
交　通：地下鉄丸ノ内線・大江戸線「本郷三丁目」より
徒歩6 分・地下鉄南北線「東大前」駅 より徒歩15 分．

■研究発表会 (予定 ) 
＜特別講演＞
奥本大三郎（ファーブル昆虫館長）：虫とことば 
＜招待講演＞
工藤誠也（弘前大学農学生命科学部）：東北地方で話題
の蛾について 

■一般講演申込要領
2017年12月31日 (日 )を演題募集の締め切りとしま

す．講演を行えるのは会員のみで，講演は質疑時間を含
めて15分です．機材は液晶プロジェクタとパソコンを
用意します．講演希望の方は，演題・講演者名・所属・
住所を担当までメール・葉書・FAX等でお知らせくだ
さい．

■講演要旨作成のお願い
　一般発表会で講演される方は，講演要旨の作成をお願
いいたします．
1. 必要な事項は，演題・講演者名・所属もしくは住所・
要旨本文です．
2. 要旨はタイトルなども含めてB5用紙1枚です (A4で
原稿をいただいた場合は縮小コピーします ) ．上下左右
の余白は2cm以上とってください．
3. 要旨の原稿は，電子メールにファイルを添付して送る
か，メディア (CD-R・USB メモリ等 ) の郵送で，手書
き原稿は郵送でお送りください．
4. パソコンで作成される場合は，標準的なワープロソフ
ト (MS Word 等 ) もしくはテキストエディタを使用して
ください．
5. 要旨原稿の〆切は2018年1月14日 (日 )です．

■発表用スライド作成について
1. 総会で用意するパソコンはWindows/Macintosh，プレ
ゼンソフトはPowerPoint2011/2016です．ご自身のパソ
コンで発表を希望される方，その他のソフトが必要な方
は，事前に研究発表会担当にお知らせ下さい．
2. 動画を使用される方は，標準で再生可能な形式にして，
事前にチェックをして下さい．
3. CD-Rを利用される方は，専用の書き込みソフトなし
でファイルが開けることを確認して下さい．
講演申込・要旨送付・その他連絡は，soumu@moth.jp
宛でお願いいたします．

会  報
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本会に関する連絡，照会，送金等はすべて次のところにお願いします．会費　年額 7,000円（若手会員 3,500円）
275-0017  千葉県習志野市藤崎 7丁目 5-33  日本蛾類学会事務局（FAX 047-493-9179）振替 00160-2-72803
また，蛾類通信への投稿は以下にお願いします．
222-0001   神奈川県横浜市港北区樽町 1-27-16　枝　恵太郎　　 e-mail: eda@air.ocn.ne.jp

昆　  虫　  植　  物　研  究  器  具  は
80 余年の経験と信用を誇る「志賀昆虫」へ
日本ではじめてできた　最上質ステンレス製 
有頭シガ昆虫針　有頭 W 針，微針，00，0，1，2，3，4，5，6 号
舶来品をはるかに凌駕する最良最硬質ステンレス（モリブデン含有）
各種標本箱等蛾類研究用必需品も取揃えてあります．ぜひご利用下さい。

志 賀 昆 虫 普 及 社
〒 142-0051　東京都品川区平塚 2-5-8　 電話 5858- 6

ムシは一ばん
4 0 1 （代表）   振替 0 0 1 3 0 -4-2 1 1 2 9
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第48回みくに会報告
今年の採集例会「みくに会」は2017年6月24日 (土 ) 

～ 25日 (日 ) に長野県佐久市の「山荘あらふね」で21
年ぶりの開催となりました．
環境は落葉広葉樹林帯，池のそばということもあり草

原性蛾類も飛来．天候は曇りのち小雨でガスに包まれの
絶好の蛾日和となりました． 初参加含めて41名が参加． 
宿のまわりには様々な様式の屋台が6～ 7幕用意され，
採集と蛾談義で一夜を過ごしました．
並行して行われたオークションではマエアカヒトリの

幼虫などが出品され，大いに盛り上がりました．
恒例の珍品賞はシロミミハイイロヨトウ．4個体が採

集されました．25日は朝食＆ミーティング後，記念撮影．
9時頃に現地解散しました．

■蛾類通信をお届けします
蛾類通信283号をお送りします．お送りしました封筒の

宛名タックシール右下に会費納入状況を印字しました．こ
の受領年は2017年11月21日時点での納入状況です．ご送
金が行き違いになった場合はご了承ください．会費は前納
となっております．振込用紙を同封しましたので御確認の
上，2018年度分までのお振込をお願いいたします．若手
会員の会費は年額3,500円です．2018年は「1993年およ
びそれ以降生まれ」の国内会員を若手会員とします．この
条件に合う方で封筒の宛名タックシールに「若」印のない
方は，手紙 (〒275-0017千葉県習志野市藤崎7丁目5-33)，
FAX(047-493-9179)または電子メール (info@moth.jp)で生
年を西暦でお知らせください．

例：会員番号 999　氏名 蛾類太郎　生年 (西暦 ) 1993年

一般の方は従来通り7,000円です (生年のお知らせは不
要です )．
お願い：移転や住所変更の際は，事務局までお知らせく

ださい．本会誌は郵便でお送りしていないので，郵便局へ
の移転通知では新住所に転送されません．よろしくお願い
いたします．

■会員移動
○入会
伊東竜平，大月和彦，久保田祐平，田村英之


